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全
相
殺
方
式
へ
切
り
替
え

岐
阜
県
大
垣
市

農
事
組
合
法
人
墨
俣

部
は
、
有
数
の
集
落
営
農
地
帯
。

し
か
し
、
今
後
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
飯
田
代
表
は
「
市
南
部
の

農
地
約
８
０
０
㌶
の
う
ち
、
10
年

後
は
30
％
以
上
と
な
る
２
５
０
㌶

が
耕
作
放
棄
地
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
崩

壊
し
て
し
ま
う
」
と
分
析
。

ら
受
け
継
い
だ
圃
場
に
加
え
、
近

所
付
き
合
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

隣
接
す
る
圃
場
を
任
さ
れ
る
こ
と

が
続
き
、栽
培
面
積
が
拡
大
し
た
。

　
周
囲
に
山
が
多
い
紀
宝
町
で
は

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
獣
害
が
多

く
、
南
さ
ん
も
対
策
に
日
々
奔
走

し
て
い
る
。
高
温
多
湿
な
気
候
に

よ
り
、
大
雨
や
長
雨
で
浸
水
な
ど

の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　
「
近
年
の
異
常
気
象
は
、
農
業

を
す
る
上
で
不
安
材
料
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
」
と
南
さ
ん
。
中
で

も
６
月
か
ら
７
月
の
長
雨
は
、
米

粉
用
早
場
米
の
生
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
「
そ
こ
で
収
量
が

落
ち
込
む
と
、
主
食
用
米
を
充
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
心
配

の
種
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
は
「
全
相
殺
方
式
は
自

然
災
害
な
ど
に
よ
る
大
幅
な
減
収

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

心
に
余
裕
を
持
っ
て
農
業
に
励
ん

で
い
け
る
」
と
強
調
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
、
真
砂
）

　
「
乾
燥
、
籾も

み

す
り
、
袋
詰
め

と
、
出
荷
ま
で
の
作
業
を
Ｊ
Ａ
の

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
出
荷
量
デ
ー
タ
に
よ
り
減

収
を
補
償
し
て
も
ら
え
る
全
相
殺

方
式
に
２
０
２
１
年
産
か
ら
加
入

し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
が
水
稲
栽
培
を
本
格
的

に
始
め
た
の
は
、65
歳
の
時
。父
か

　
【
三
重
支
局
】
「
水
稲
共
済
一

筆
方
式
の
廃
止
に
伴
い
、
全
相
殺

方
式
へ
の
移
行
を
考
え
た
」
と
話

す
南み

な
み

廣ひ
ろ

臣み

さ
ん（
72
）。
全
相
殺
方

式
に
切
り
替
え
、
紀
宝
町
で
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」や「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

「
三
重
23
号
」
な
ど
主
食
用
米
５

４
６
・
２
㌃
、
米
粉
用
米
１
２
０

・
７
㌃
の
栽
培
に
取
り
組
む
。

「
〝
若
い
人
が
食
べ
て
い
け
る
農

業
〞
を
目
指
す
し
か
道
は
な
い
」

と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
就
農
者
の
所
得
向
上

を
目
指
す
た
め
、
水
田
の
集
積
と

基
盤
整
備
を
行
い
、
１
人
当
た
り

の
耕
作
面
積
を
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
10
年
間
で
、
耕
作
す
る
農
地

は
約
２
倍
に
拡
大
。
子
育
て
世
代

に
あ
た
る
社
員
２
人
に
対
し
て
子

供
手
当
を
支
給
す
る
な
ど
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
は
若
い
世
代
の

採
用
を
増
や
す
予
定
だ
。

　
飯
田
代
表
は
10
年
後
を
見
据

え
、
「
地
域
の
水
田
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
佐
束
フ
ァ
ー

ム
の
活
動
テ
ー
マ
。
収
入
保
険
が

あ
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を
継
続

し
、
規
模
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
農
業
を
他
の
産
業
に

負
け
な
い
産
業
に
し
、
掛
川
市
農

業
の
再
生
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

人
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
「
地
元
の
水
稲
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
被
害
が
多
い
。
昨
年
は
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
も
あ
っ

た
。
見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い

被
害
も
あ
る
。
広
範
囲
で
被
害
が

あ
っ
た
18
年
産
の
白
穂
を
思
い
出

す
」
と
下
野
代
表
。

　
局
所
的
な
災
害
よ
り
も
広
範
囲

に
及
ぶ
減
収
に
備
え
て
、
一
筆
方

式
７
割
補
償
か
ら
全
相
殺
方
式
に

移
行
し
た
。
同
法
人
の
場
合
は
、

Ｊ
Ａ
に
し
み
の
へ
全
量
を
出
荷

し
、
過
去
の
出
荷
デ
ー
タ
か
ら
引

受
け
の
基
準
収
穫
量
を
算
定
。
１

割
以
上
の
減
収
量
が
あ
る
と
支
払

対
象
と
な
る
こ
と
で
、
補
償
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。　

「
過
去
に
大

き
な
被
害
が
あ

っ
た
時
は
共
済

金
で
助
か
っ
た
。
経
営
の
上
で
保

険
は
必
要
。
保
険
が
あ
る
の
で
安

心
し
て
や
っ
て
い
け
る
」
と
話

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
）

４
㌶
と
小
麦
４
・
５
㌶
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
１

・
３
㌶
で
栽
培
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
休
耕
田
を

利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

告
知
を
控
え
た
が
、
咲
き
誇
る
一

面
の
コ
ス
モ
ス
は
訪
れ
た
多
く
の

　
【
岐
阜
支
局
】
「
水
稲
共
済
全

相
殺
方
式
は
、
出
荷
デ
ー
タ
で
減

収
量
を
算
出
す
る
の
で
、
結
果
が

分
か
り
や
す
く
補
償
割
合
が
高
い

の
で
安
心
」
と

話
す
農
事
組
合

法
人
墨
俣
の
下

野
一
郎
代
表
理
事（
77
）。
２
０
１

２
年
か
ら
全
相
殺
方
式
９
割
補
償

を
選
択
し
て
い
る
。
大
垣
市
墨
俣

町
上
宿
、
下
町
地
区
で
水
稲
26
・

自然災害など大幅な収量減に備え

南
廣
臣
さ
ん

三
重
県
紀
宝
町

農
業
経
営
の〝
生
命
保
険
〞

　水稲共済の「一筆方式」は2022年産から廃止となり、引き続き補償を受
けるには他方式の水稲共済か、収入保険（青色申告者が対象）への加入が
必要だ。20年産水稲では、トビイロウンカや長雨による生育不良などさま
ざまな被害が各地で発生。さらに新型コロナウイルス感染拡大に伴う需要
減による米価下落など予期せぬ事態の発生が懸念されており、農業経営に
備えは欠かせない。今週は自分の稲作経営に適した農業保険を選択した農
業者を紹介する。

水稲共済一筆方式　2022年産からの廃止踏まえ

経
営
に
合
っ
た
補
償
を

農
業
保
険
の
継
続
加
入
は
不
可
欠

㈲
佐
束
フ
ァ
ー
ム

静
岡
県
掛
川
市

収
入
保
険
を
選
択

全
相
殺
方
式
に
移
行

を
営
む
上
で
の
大
き
な
苦
労
が
あ

る
。
「
植
物
が
相
手
な
の
で
天
候

に
左
右
さ
れ
る
。
大
雨
な
ど
の
水

害
が
一
番
怖
く
、
そ
れ
で
収
穫
で

き
ず
売
る
も
の
が
無
く
な
る
こ
と

が
最
も
避
け
た
い
こ
と
。
従
業
員

が
学
び
、
努
力
し
栽
培
し
て
も
、

結
果
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
が
悩
ま
し
い
。
特
に
、
最

近
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

時
代
」
と
話
す
。

　
農
業
法
人
に
と
っ
て
、
農
繁
期

と
収
入
を
得
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
大
き
な
不
安
要
素
で
あ
り
、

そ
の
解
決
法
の
一
つ
と
し
て
、
収

入
保
険
が
役
立
つ
と
思
っ
た
こ
と

が
加
入
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
服
部
さ
ん
は
「
加
入
す
る
か

は
非
常
に
迷
っ
た
。
特
に
初
年
度

の
積
立
金
額
が
大
き
い
こ
と
が
負

担
に
な
る
と
感
じ
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
が
熱
心
に
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
し
て
く
れ

る
中
で
、
無
駄

に
は
な
ら
な
い

と
感
じ
加
入
を
決
め
た
。
農
業
経

営
に
は
〝
ま
さ
か
〞
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
が
大

事
。
収
入
保
険
は
、
そ
の
ま
さ
か

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話

て
い
る
。

　
　
　
（
佐
野
、
横
江
、
大
竹
）

な
が
ら
、
麦
や
野
菜
も
手
掛
け

る
。
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
28
歳

と
若
く
、
将
来
に
わ
た
り
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
社
員
教

育
や
地
域
貢
献
に
も
力
を
注
ぐ
。

農
作
物
は
自
社
直
売
施
設
「
ハ
ッ

ト
リ
ラ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
販

売
。
「
自
ら
作
っ
た
も
の
を
好
き

な
値
段
で
販
売
で
き
る
こ
と
が
魅

力
。
当
社
の
農
作
物
に
は
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
」
と
話
す
。

　
そ
ん
な
服
部
さ
ん
に
も
、
農
業

　
【
愛
知
支
局
】
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
の
大
量
発
生
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
収
入
保
険

加
入
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ

と
が
現
実
に
起
き
て
い
る
」
。
取

り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
こ
う
話
す
大

口
町
の
服
部
忠
さ

ん（
47
）は
、
服
部
農
園
有
限
会
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
、
万
が
一

に
備
え
て
収
入
保
険
に
加
入
す

る
。

　
妻
の
都
史
子
さ
ん（
48
）と
従
業

員
８
人
と
共
に
水
田
約
１
０
０
㌶

で
主
食
用
米
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し

愛
知
県
大
口
町

服
部
農
園
㈲

〝
ま
さ
か
〞を
想
定
し
て

収
入
保
険
に
加
入

年
退
職
を
迎
え
た
飯
田
代
表
が
社

員
２
人
と
共
に
引
き
継
い
だ
。
現

在
は
約
70
㌶
の
農
地
を
集
積
し
て

い
る
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
掛
川
市
南

　
【
静
岡
支
局
】
掛
川
市
岩い

わ

滑な
め

で

稲
作
に
取
り
組
む
有
限
会
社
佐さ

束ず
か

フ
ァ
ー
ム
は
、
制
度
開
始
の
２
０

１
９
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
飯
田
政
明
代
表
取
締
役

社
長（
73
）は
「
地
震
で

取
水
が
で
き
な
く
な
る

ほ
か
、
播
種
や
田
植
え

の
時
期
に
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
災
害

が
あ
れ
ば
、
１
年
間
栽
培
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
農
業
経
営

存
続
の
危
機
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
危
機
に
備
え
る
の
が
収
入
保
険

で
あ
り
、
農
業
経
営
に
お
け
る

〝
生
命
保
険
〞
だ
」
と
加
入
の
意

義
を
話
す
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
「
団
地
」
と
い

わ
れ
る
集
落
営
農
組
織
を
経
て
、

２
０
０
０
年
３
月
に
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
約
11
年
前
、
米
価

の
下
落
や
社
員
の
高
齢
化
で
経
営

が
厳
し
く
な
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
定

広
範
囲
の
減
収
に
対
応

を
選
択
し
て
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
他
方
式
に
は
「
全

相
殺
方
式
（
最
高
補
償
９

割
）
」
「
半
相
殺
方
式
（
同
８

割
）
」
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
（
同
９
割
）
」
が
あ
り
ま

す
。
全
相
殺
方
式
に
は
、
乾
燥

調
製
施
設
で
の
計
量
結
果
や
出

荷
資
料
な
ど
で
収
穫
量
を
把
握

で
き
る
な
ど
の
加
入
要
件
が
あ

り
ま
す
。

　
水
稲
共
済
や
収
入
保
険
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
県
の
農
業

共
済
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
水
稲
共
済
の
「
一
筆
方
式
」

が
２
０
２
２
年
産
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
補
償
を
受
け

る
に
は
、
他
方
式
か
、
青
色
申

告
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

だ
さ
い
。

　
▼
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
３

　
▼
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
▼
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
▼
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
８
）
５
１
３
５

「
墨
俣
町
は
土
壌
が
良
く
、
お
い
し
い
米
が
で
き
る
」
と
下
野
代
表

「
収
量
が
多
い
と
う
れ
し
い
が
、
倒
伏
の
可
能
性
が
高

く
な
る
か
ら
大
変
」
と
話
す
南
さ
ん

米袋を持つ服部さん夫妻。ハッ
トリライスマーケットでは服部
農園で作られた米だけを販売

「
収
入
保
険
は
農
業
経
営
存
続
の
危
機
に
備
え
る
保
険
」

と
話
す
飯
田
代
表

水
稲
共
済
の
他
方
式
か
収
入
保
険

詳
細
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を
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全
相
殺
方
式
へ
切
り
替
え

岐
阜
県
大
垣
市

農
事
組
合
法
人
墨
俣

部
は
、
有
数
の
集
落
営
農
地
帯
。

し
か
し
、
今
後
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
飯
田
代
表
は
「
市
南
部
の

農
地
約
８
０
０
㌶
の
う
ち
、
10
年

後
は
30
％
以
上
と
な
る
２
５
０
㌶

が
耕
作
放
棄
地
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
崩

壊
し
て
し
ま
う
」
と
分
析
。

ら
受
け
継
い
だ
圃
場
に
加
え
、
近

所
付
き
合
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

隣
接
す
る
圃
場
を
任
さ
れ
る
こ
と

が
続
き
、栽
培
面
積
が
拡
大
し
た
。

　
周
囲
に
山
が
多
い
紀
宝
町
で
は

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
獣
害
が
多

く
、
南
さ
ん
も
対
策
に
日
々
奔
走

し
て
い
る
。
高
温
多
湿
な
気
候
に

よ
り
、
大
雨
や
長
雨
で
浸
水
な
ど

の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　
「
近
年
の
異
常
気
象
は
、
農
業

を
す
る
上
で
不
安
材
料
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
」
と
南
さ
ん
。
中
で

も
６
月
か
ら
７
月
の
長
雨
は
、
米

粉
用
早
場
米
の
生
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
「
そ
こ
で
収
量
が

落
ち
込
む
と
、
主
食
用
米
を
充
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
心
配

の
種
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
は
「
全
相
殺
方
式
は
自

然
災
害
な
ど
に
よ
る
大
幅
な
減
収

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

心
に
余
裕
を
持
っ
て
農
業
に
励
ん

で
い
け
る
」
と
強
調
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
、
真
砂
）

　
「
乾
燥
、
籾も

み

す
り
、
袋
詰
め

と
、
出
荷
ま
で
の
作
業
を
Ｊ
Ａ
の

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
出
荷
量
デ
ー
タ
に
よ
り
減

収
を
補
償
し
て
も
ら
え
る
全
相
殺

方
式
に
２
０
２
１
年
産
か
ら
加
入

し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
が
水
稲
栽
培
を
本
格
的

に
始
め
た
の
は
、65
歳
の
時
。父
か

　
【
三
重
支
局
】
「
水
稲
共
済
一

筆
方
式
の
廃
止
に
伴
い
、
全
相
殺

方
式
へ
の
移
行
を
考
え
た
」
と
話

す
南み

な
み

廣ひ
ろ

臣み

さ
ん（
72
）。
全
相
殺
方

式
に
切
り
替
え
、
紀
宝
町
で
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」や「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

「
三
重
23
号
」
な
ど
主
食
用
米
５

４
６
・
２
㌃
、
米
粉
用
米
１
２
０

・
７
㌃
の
栽
培
に
取
り
組
む
。

「
〝
若
い
人
が
食
べ
て
い
け
る
農

業
〞
を
目
指
す
し
か
道
は
な
い
」

と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
就
農
者
の
所
得
向
上

を
目
指
す
た
め
、
水
田
の
集
積
と

基
盤
整
備
を
行
い
、
１
人
当
た
り

の
耕
作
面
積
を
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
10
年
間
で
、
耕
作
す
る
農
地

は
約
２
倍
に
拡
大
。
子
育
て
世
代

に
あ
た
る
社
員
２
人
に
対
し
て
子

供
手
当
を
支
給
す
る
な
ど
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
は
若
い
世
代
の

採
用
を
増
や
す
予
定
だ
。

　
飯
田
代
表
は
10
年
後
を
見
据

え
、
「
地
域
の
水
田
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
佐
束
フ
ァ
ー

ム
の
活
動
テ
ー
マ
。
収
入
保
険
が

あ
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を
継
続

し
、
規
模
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
農
業
を
他
の
産
業
に

負
け
な
い
産
業
に
し
、
掛
川
市
農

業
の
再
生
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

人
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
「
地
元
の
水
稲
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
被
害
が
多
い
。
昨
年
は
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
も
あ
っ

た
。
見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い

被
害
も
あ
る
。
広
範
囲
で
被
害
が

あ
っ
た
18
年
産
の
白
穂
を
思
い
出

す
」
と
下
野
代
表
。

　
局
所
的
な
災
害
よ
り
も
広
範
囲

に
及
ぶ
減
収
に
備
え
て
、
一
筆
方

式
７
割
補
償
か
ら
全
相
殺
方
式
に

移
行
し
た
。
同
法
人
の
場
合
は
、

Ｊ
Ａ
に
し
み
の
へ
全
量
を
出
荷

し
、
過
去
の
出
荷
デ
ー
タ
か
ら
引

受
け
の
基
準
収
穫
量
を
算
定
。
１

割
以
上
の
減
収
量
が
あ
る
と
支
払

対
象
と
な
る
こ
と
で
、
補
償
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。　

「
過
去
に
大

き
な
被
害
が
あ

っ
た
時
は
共
済

金
で
助
か
っ
た
。
経
営
の
上
で
保

険
は
必
要
。
保
険
が
あ
る
の
で
安

心
し
て
や
っ
て
い
け
る
」
と
話

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
）

４
㌶
と
小
麦
４
・
５
㌶
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
１

・
３
㌶
で
栽
培
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
休
耕
田
を

利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

告
知
を
控
え
た
が
、
咲
き
誇
る
一

面
の
コ
ス
モ
ス
は
訪
れ
た
多
く
の

　
【
岐
阜
支
局
】
「
水
稲
共
済
全

相
殺
方
式
は
、
出
荷
デ
ー
タ
で
減

収
量
を
算
出
す
る
の
で
、
結
果
が

分
か
り
や
す
く
補
償
割
合
が
高
い

の
で
安
心
」
と

話
す
農
事
組
合

法
人
墨
俣
の
下

野
一
郎
代
表
理
事（
77
）。
２
０
１

２
年
か
ら
全
相
殺
方
式
９
割
補
償

を
選
択
し
て
い
る
。
大
垣
市
墨
俣

町
上
宿
、
下
町
地
区
で
水
稲
26
・

自然災害など大幅な収量減に備え

南
廣
臣
さ
ん

三
重
県
紀
宝
町

農
業
経
営
の〝
生
命
保
険
〞

　水稲共済の「一筆方式」は2022年産から廃止となり、引き続き補償を受
けるには他方式の水稲共済か、収入保険（青色申告者が対象）への加入が
必要だ。20年産水稲では、トビイロウンカや長雨による生育不良などさま
ざまな被害が各地で発生。さらに新型コロナウイルス感染拡大に伴う需要
減による米価下落など予期せぬ事態の発生が懸念されており、農業経営に
備えは欠かせない。今週は自分の稲作経営に適した農業保険を選択した農
業者を紹介する。

水稲共済一筆方式　2022年産からの廃止踏まえ

経
営
に
合
っ
た
補
償
を

農
業
保
険
の
継
続
加
入
は
不
可
欠

㈲
佐
束
フ
ァ
ー
ム

静
岡
県
掛
川
市

収
入
保
険
を
選
択

全
相
殺
方
式
に
移
行

を
営
む
上
で
の
大
き
な
苦
労
が
あ

る
。
「
植
物
が
相
手
な
の
で
天
候

に
左
右
さ
れ
る
。
大
雨
な
ど
の
水

害
が
一
番
怖
く
、
そ
れ
で
収
穫
で

き
ず
売
る
も
の
が
無
く
な
る
こ
と

が
最
も
避
け
た
い
こ
と
。
従
業
員

が
学
び
、
努
力
し
栽
培
し
て
も
、

結
果
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
が
悩
ま
し
い
。
特
に
、
最

近
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

時
代
」
と
話
す
。

　
農
業
法
人
に
と
っ
て
、
農
繁
期

と
収
入
を
得
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
大
き
な
不
安
要
素
で
あ
り
、

そ
の
解
決
法
の
一
つ
と
し
て
、
収

入
保
険
が
役
立
つ
と
思
っ
た
こ
と

が
加
入
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
服
部
さ
ん
は
「
加
入
す
る
か

は
非
常
に
迷
っ
た
。
特
に
初
年
度

の
積
立
金
額
が
大
き
い
こ
と
が
負

担
に
な
る
と
感
じ
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
が
熱
心
に
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
し
て
く
れ

る
中
で
、
無
駄

に
は
な
ら
な
い

と
感
じ
加
入
を
決
め
た
。
農
業
経

営
に
は
〝
ま
さ
か
〞
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
が
大

事
。
収
入
保
険
は
、
そ
の
ま
さ
か

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話

て
い
る
。

　
　
　
（
佐
野
、
横
江
、
大
竹
）

な
が
ら
、
麦
や
野
菜
も
手
掛
け

る
。
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
28
歳

と
若
く
、
将
来
に
わ
た
り
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
社
員
教

育
や
地
域
貢
献
に
も
力
を
注
ぐ
。

農
作
物
は
自
社
直
売
施
設
「
ハ
ッ

ト
リ
ラ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
販

売
。
「
自
ら
作
っ
た
も
の
を
好
き

な
値
段
で
販
売
で
き
る
こ
と
が
魅

力
。
当
社
の
農
作
物
に
は
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
」
と
話
す
。

　
そ
ん
な
服
部
さ
ん
に
も
、
農
業

　
【
愛
知
支
局
】
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
の
大
量
発
生
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
収
入
保
険

加
入
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ

と
が
現
実
に
起
き
て
い
る
」
。
取

り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
こ
う
話
す
大

口
町
の
服
部
忠
さ

ん（
47
）は
、
服
部
農
園
有
限
会
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
、
万
が
一

に
備
え
て
収
入
保
険
に
加
入
す

る
。

　
妻
の
都
史
子
さ
ん（
48
）と
従
業

員
８
人
と
共
に
水
田
約
１
０
０
㌶

で
主
食
用
米
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し

愛
知
県
大
口
町

服
部
農
園
㈲

〝
ま
さ
か
〞を
想
定
し
て

収
入
保
険
に
加
入

年
退
職
を
迎
え
た
飯
田
代
表
が
社

員
２
人
と
共
に
引
き
継
い
だ
。
現

在
は
約
70
㌶
の
農
地
を
集
積
し
て

い
る
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
掛
川
市
南

　
【
静
岡
支
局
】
掛
川
市
岩い

わ

滑な
め

で

稲
作
に
取
り
組
む
有
限
会
社
佐さ

束ず
か

フ
ァ
ー
ム
は
、
制
度
開
始
の
２
０

１
９
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
飯
田
政
明
代
表
取
締
役

社
長（
73
）は
「
地
震
で

取
水
が
で
き
な
く
な
る

ほ
か
、
播
種
や
田
植
え

の
時
期
に
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
災
害

が
あ
れ
ば
、
１
年
間
栽
培
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
農
業
経
営

存
続
の
危
機
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
危
機
に
備
え
る
の
が
収
入
保
険

で
あ
り
、
農
業
経
営
に
お
け
る

〝
生
命
保
険
〞
だ
」
と
加
入
の
意

義
を
話
す
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
「
団
地
」
と
い

わ
れ
る
集
落
営
農
組
織
を
経
て
、

２
０
０
０
年
３
月
に
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
約
11
年
前
、
米
価

の
下
落
や
社
員
の
高
齢
化
で
経
営

が
厳
し
く
な
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
定

広
範
囲
の
減
収
に
対
応

を
選
択
し
て
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
他
方
式
に
は
「
全

相
殺
方
式
（
最
高
補
償
９

割
）
」
「
半
相
殺
方
式
（
同
８

割
）
」
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
（
同
９
割
）
」
が
あ
り
ま

す
。
全
相
殺
方
式
に
は
、
乾
燥

調
製
施
設
で
の
計
量
結
果
や
出

荷
資
料
な
ど
で
収
穫
量
を
把
握

で
き
る
な
ど
の
加
入
要
件
が
あ

り
ま
す
。

　
水
稲
共
済
や
収
入
保
険
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
県
の
農
業

共
済
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
水
稲
共
済
の
「
一
筆
方
式
」

が
２
０
２
２
年
産
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
補
償
を
受
け

る
に
は
、
他
方
式
か
、
青
色
申

告
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

だ
さ
い
。

　
▼
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
３

　
▼
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
▼
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
▼
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
８
）
５
１
３
５

「
墨
俣
町
は
土
壌
が
良
く
、
お
い
し
い
米
が
で
き
る
」
と
下
野
代
表

「
収
量
が
多
い
と
う
れ
し
い
が
、
倒
伏
の
可
能
性
が
高

く
な
る
か
ら
大
変
」
と
話
す
南
さ
ん

米袋を持つ服部さん夫妻。ハッ
トリライスマーケットでは服部
農園で作られた米だけを販売

「
収
入
保
険
は
農
業
経
営
存
続
の
危
機
に
備
え
る
保
険
」

と
話
す
飯
田
代
表

水
稲
共
済
の
他
方
式
か
収
入
保
険

詳
細
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を

（第3種郵便物認可） ２０２１年（令和３年）４月２１日 ２０２１年４月４週号 ８総 合東 海

全
相
殺
方
式
へ
切
り
替
え

岐
阜
県
大
垣
市

農
事
組
合
法
人
墨
俣

部
は
、
有
数
の
集
落
営
農
地
帯
。

し
か
し
、
今
後
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
飯
田
代
表
は
「
市
南
部
の

農
地
約
８
０
０
㌶
の
う
ち
、
10
年

後
は
30
％
以
上
と
な
る
２
５
０
㌶

が
耕
作
放
棄
地
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
崩

壊
し
て
し
ま
う
」
と
分
析
。

ら
受
け
継
い
だ
圃
場
に
加
え
、
近

所
付
き
合
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

隣
接
す
る
圃
場
を
任
さ
れ
る
こ
と

が
続
き
、栽
培
面
積
が
拡
大
し
た
。

　
周
囲
に
山
が
多
い
紀
宝
町
で
は

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
獣
害
が
多

く
、
南
さ
ん
も
対
策
に
日
々
奔
走

し
て
い
る
。
高
温
多
湿
な
気
候
に

よ
り
、
大
雨
や
長
雨
で
浸
水
な
ど

の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　
「
近
年
の
異
常
気
象
は
、
農
業

を
す
る
上
で
不
安
材
料
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
」
と
南
さ
ん
。
中
で

も
６
月
か
ら
７
月
の
長
雨
は
、
米

粉
用
早
場
米
の
生
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
「
そ
こ
で
収
量
が

落
ち
込
む
と
、
主
食
用
米
を
充
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
心
配

の
種
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
は
「
全
相
殺
方
式
は
自

然
災
害
な
ど
に
よ
る
大
幅
な
減
収

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

心
に
余
裕
を
持
っ
て
農
業
に
励
ん

で
い
け
る
」
と
強
調
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
、
真
砂
）

　
「
乾
燥
、
籾も

み

す
り
、
袋
詰
め

と
、
出
荷
ま
で
の
作
業
を
Ｊ
Ａ
の

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
出
荷
量
デ
ー
タ
に
よ
り
減

収
を
補
償
し
て
も
ら
え
る
全
相
殺

方
式
に
２
０
２
１
年
産
か
ら
加
入

し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
南
さ
ん
が
水
稲
栽
培
を
本
格
的

に
始
め
た
の
は
、65
歳
の
時
。父
か

　
【
三
重
支
局
】
「
水
稲
共
済
一

筆
方
式
の
廃
止
に
伴
い
、
全
相
殺

方
式
へ
の
移
行
を
考
え
た
」
と
話

す
南み

な
み

廣ひ
ろ

臣み

さ
ん（
72
）。
全
相
殺
方

式
に
切
り
替
え
、
紀
宝
町
で
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」や「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

「
三
重
23
号
」
な
ど
主
食
用
米
５

４
６
・
２
㌃
、
米
粉
用
米
１
２
０

・
７
㌃
の
栽
培
に
取
り
組
む
。

「
〝
若
い
人
が
食
べ
て
い
け
る
農

業
〞
を
目
指
す
し
か
道
は
な
い
」

と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
就
農
者
の
所
得
向
上

を
目
指
す
た
め
、
水
田
の
集
積
と

基
盤
整
備
を
行
い
、
１
人
当
た
り

の
耕
作
面
積
を
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
10
年
間
で
、
耕
作
す
る
農
地

は
約
２
倍
に
拡
大
。
子
育
て
世
代

に
あ
た
る
社
員
２
人
に
対
し
て
子

供
手
当
を
支
給
す
る
な
ど
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
は
若
い
世
代
の

採
用
を
増
や
す
予
定
だ
。

　
飯
田
代
表
は
10
年
後
を
見
据

え
、
「
地
域
の
水
田
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
佐
束
フ
ァ
ー

ム
の
活
動
テ
ー
マ
。
収
入
保
険
が

あ
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を
継
続

し
、
規
模
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
農
業
を
他
の
産
業
に

負
け
な
い
産
業
に
し
、
掛
川
市
農

業
の
再
生
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

人
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
「
地
元
の
水
稲
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
被
害
が
多
い
。
昨
年
は
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
も
あ
っ

た
。
見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い

被
害
も
あ
る
。
広
範
囲
で
被
害
が

あ
っ
た
18
年
産
の
白
穂
を
思
い
出

す
」
と
下
野
代
表
。

　
局
所
的
な
災
害
よ
り
も
広
範
囲

に
及
ぶ
減
収
に
備
え
て
、
一
筆
方

式
７
割
補
償
か
ら
全
相
殺
方
式
に

移
行
し
た
。
同
法
人
の
場
合
は
、

Ｊ
Ａ
に
し
み
の
へ
全
量
を
出
荷

し
、
過
去
の
出
荷
デ
ー
タ
か
ら
引

受
け
の
基
準
収
穫
量
を
算
定
。
１

割
以
上
の
減
収
量
が
あ
る
と
支
払

対
象
と
な
る
こ
と
で
、
補
償
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。　

「
過
去
に
大

き
な
被
害
が
あ

っ
た
時
は
共
済

金
で
助
か
っ
た
。
経
営
の
上
で
保

険
は
必
要
。
保
険
が
あ
る
の
で
安

心
し
て
や
っ
て
い
け
る
」
と
話

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
）

４
㌶
と
小
麦
４
・
５
㌶
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
１

・
３
㌶
で
栽
培
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
休
耕
田
を

利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

告
知
を
控
え
た
が
、
咲
き
誇
る
一

面
の
コ
ス
モ
ス
は
訪
れ
た
多
く
の

　
【
岐
阜
支
局
】
「
水
稲
共
済
全

相
殺
方
式
は
、
出
荷
デ
ー
タ
で
減

収
量
を
算
出
す
る
の
で
、
結
果
が

分
か
り
や
す
く
補
償
割
合
が
高
い

の
で
安
心
」
と

話
す
農
事
組
合

法
人
墨
俣
の
下

野
一
郎
代
表
理
事（
77
）。
２
０
１

２
年
か
ら
全
相
殺
方
式
９
割
補
償

を
選
択
し
て
い
る
。
大
垣
市
墨
俣

町
上
宿
、
下
町
地
区
で
水
稲
26
・

自然災害など大幅な収量減に備え

南
廣
臣
さ
ん

三
重
県
紀
宝
町

農
業
経
営
の〝
生
命
保
険
〞

　水稲共済の「一筆方式」は2022年産から廃止となり、引き続き補償を受
けるには他方式の水稲共済か、収入保険（青色申告者が対象）への加入が
必要だ。20年産水稲では、トビイロウンカや長雨による生育不良などさま
ざまな被害が各地で発生。さらに新型コロナウイルス感染拡大に伴う需要
減による米価下落など予期せぬ事態の発生が懸念されており、農業経営に
備えは欠かせない。今週は自分の稲作経営に適した農業保険を選択した農
業者を紹介する。

水稲共済一筆方式　2022年産からの廃止踏まえ

経
営
に
合
っ
た
補
償
を

農
業
保
険
の
継
続
加
入
は
不
可
欠

㈲
佐
束
フ
ァ
ー
ム

静
岡
県
掛
川
市

収
入
保
険
を
選
択

全
相
殺
方
式
に
移
行

を
営
む
上
で
の
大
き
な
苦
労
が
あ

る
。
「
植
物
が
相
手
な
の
で
天
候

に
左
右
さ
れ
る
。
大
雨
な
ど
の
水

害
が
一
番
怖
く
、
そ
れ
で
収
穫
で

き
ず
売
る
も
の
が
無
く
な
る
こ
と

が
最
も
避
け
た
い
こ
と
。
従
業
員

が
学
び
、
努
力
し
栽
培
し
て
も
、

結
果
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
が
悩
ま
し
い
。
特
に
、
最

近
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

時
代
」
と
話
す
。

　
農
業
法
人
に
と
っ
て
、
農
繁
期

と
収
入
を
得
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
大
き
な
不
安
要
素
で
あ
り
、

そ
の
解
決
法
の
一
つ
と
し
て
、
収

入
保
険
が
役
立
つ
と
思
っ
た
こ
と

が
加
入
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
服
部
さ
ん
は
「
加
入
す
る
か

は
非
常
に
迷
っ
た
。
特
に
初
年
度

の
積
立
金
額
が
大
き
い
こ
と
が
負

担
に
な
る
と
感
じ
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
が
熱
心
に
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
し
て
く
れ

る
中
で
、
無
駄

に
は
な
ら
な
い

と
感
じ
加
入
を
決
め
た
。
農
業
経

営
に
は
〝
ま
さ
か
〞
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
が
大

事
。
収
入
保
険
は
、
そ
の
ま
さ
か

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話

て
い
る
。

　
　
　
（
佐
野
、
横
江
、
大
竹
）

な
が
ら
、
麦
や
野
菜
も
手
掛
け

る
。
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
28
歳

と
若
く
、
将
来
に
わ
た
り
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
社
員
教

育
や
地
域
貢
献
に
も
力
を
注
ぐ
。

農
作
物
は
自
社
直
売
施
設
「
ハ
ッ

ト
リ
ラ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
販

売
。
「
自
ら
作
っ
た
も
の
を
好
き

な
値
段
で
販
売
で
き
る
こ
と
が
魅

力
。
当
社
の
農
作
物
に
は
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
」
と
話
す
。

　
そ
ん
な
服
部
さ
ん
に
も
、
農
業

　
【
愛
知
支
局
】
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
の
大
量
発
生
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
収
入
保
険

加
入
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ

と
が
現
実
に
起
き
て
い
る
」
。
取

り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
こ
う
話
す
大

口
町
の
服
部
忠
さ

ん（
47
）は
、
服
部
農
園
有
限
会
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
、
万
が
一

に
備
え
て
収
入
保
険
に
加
入
す

る
。

　
妻
の
都
史
子
さ
ん（
48
）と
従
業

員
８
人
と
共
に
水
田
約
１
０
０
㌶

で
主
食
用
米
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し

愛
知
県
大
口
町

服
部
農
園
㈲

〝
ま
さ
か
〞を
想
定
し
て

収
入
保
険
に
加
入

年
退
職
を
迎
え
た
飯
田
代
表
が
社

員
２
人
と
共
に
引
き
継
い
だ
。
現

在
は
約
70
㌶
の
農
地
を
集
積
し
て

い
る
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
掛
川
市
南

　
【
静
岡
支
局
】
掛
川
市
岩い

わ

滑な
め

で

稲
作
に
取
り
組
む
有
限
会
社
佐さ

束ず
か

フ
ァ
ー
ム
は
、
制
度
開
始
の
２
０

１
９
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
飯
田
政
明
代
表
取
締
役

社
長（
73
）は
「
地
震
で

取
水
が
で
き
な
く
な
る

ほ
か
、
播
種
や
田
植
え

の
時
期
に
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
災
害

が
あ
れ
ば
、
１
年
間
栽
培
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
農
業
経
営

存
続
の
危
機
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
危
機
に
備
え
る
の
が
収
入
保
険

で
あ
り
、
農
業
経
営
に
お
け
る

〝
生
命
保
険
〞
だ
」
と
加
入
の
意

義
を
話
す
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
「
団
地
」
と
い

わ
れ
る
集
落
営
農
組
織
を
経
て
、

２
０
０
０
年
３
月
に
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
約
11
年
前
、
米
価

の
下
落
や
社
員
の
高
齢
化
で
経
営

が
厳
し
く
な
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
定

広
範
囲
の
減
収
に
対
応

を
選
択
し
て
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
他
方
式
に
は
「
全

相
殺
方
式
（
最
高
補
償
９

割
）
」
「
半
相
殺
方
式
（
同
８

割
）
」
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
（
同
９
割
）
」
が
あ
り
ま

す
。
全
相
殺
方
式
に
は
、
乾
燥

調
製
施
設
で
の
計
量
結
果
や
出

荷
資
料
な
ど
で
収
穫
量
を
把
握

で
き
る
な
ど
の
加
入
要
件
が
あ

り
ま
す
。

　
水
稲
共
済
や
収
入
保
険
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
県
の
農
業

共
済
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
水
稲
共
済
の
「
一
筆
方
式
」

が
２
０
２
２
年
産
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
補
償
を
受
け

る
に
は
、
他
方
式
か
、
青
色
申

告
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

だ
さ
い
。

　
▼
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
３

　
▼
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
▼
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
▼
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
８
）
５
１
３
５

「
墨
俣
町
は
土
壌
が
良
く
、
お
い
し
い
米
が
で
き
る
」
と
下
野
代
表

「
収
量
が
多
い
と
う
れ
し
い
が
、
倒
伏
の
可
能
性
が
高

く
な
る
か
ら
大
変
」
と
話
す
南
さ
ん

米袋を持つ服部さん夫妻。ハッ
トリライスマーケットでは服部
農園で作られた米だけを販売

「
収
入
保
険
は
農
業
経
営
存
続
の
危
機
に
備
え
る
保
険
」

と
話
す
飯
田
代
表

水
稲
共
済
の
他
方
式
か
収
入
保
険

詳
細
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を


